
福山医療生活協同組合            ２０１１年３月１８日  Ｎｏ２ 

 

 

１、人的支援について 

現在、２名の看護師が名乗りをあげてくれました。複数であれば福山医療で単独で行く

か、広島医療か広島中央の医師と行動するのかの判断をしますので、どの期日にどのくら

い行けるのかの集約をします。支援者はヨウ素被ばくの関係で４０才以上で家族の了解を

取った方とします。 

 

２、カンパがこれまでで６０万５９７３円あつまりました。 

 城北職員       ２８万６７３１円    城北窓口   ４万５８６１円 

 ふれあい診職員・窓口  ２万４８７５円    在宅職員   ４万５８００円 

 本部職員        ３万５０００円    街頭カンパ １３万４５８０円 

 組合員等会議      ３万３１２６円 

 

３、支援物資を集めます！ 

  ＊買わないで家にあるものを持ってきてください。 

  以下のもの限定とします。 

 

  ペットボトルの水・飲料水、缶詰（缶切り不要を）、レトルト食品 

  携帯カイロ、マスク、ウエットティッシュ、サランラップ、タオル 

男女肌着（新品）、男女下着（新品）、粉ミルク、ビニール製雨がっぱ 

  紙コップ、紙皿、割りばし、乾電池使用ラジオ、乾電池、懐中電灯 

  ＊新潟医療生協が医療福祉連の配送センターになったのでそこへ送ります。 

 

４、街頭宣伝第２弾をします！ 

 第１弾の行動は全日本民医連の震災情報「絆」のＮｏ２に大きく載りました。 

 ３月２２日（火）午後２時～午後３時、福山駅前です 

 組合員にも声をかけて参加しましょう！ 


